
策

と差異が生じている場

名

合もあります。

道路 基本目標 快適で暮ら

No. 事務事業名 活

し

動内容 コスト（事業費

や

：千円）

西間門新谷線

す

建設事業 令和　２年度

い

令和　３年度 令和　３

ま

年度 令和　４年度 令和

ち

　２年度 令和　３年度

要

令和　３年度 令和　４

施

年度
活動指標名 単位

実

策

績 計画 実績 計画 決算 当

の

初予算 決算 当初予算
全

目

体事業概要
①

道路整備

的

延長（累計） ｍ 469

安

478 497
西間門新

全

谷線建設事業は、東駿

で

河湾広域都市圏におけ

快

計画延長×累計事業費

適

/
る都市内主要幹線の

な

一部で、通過交通の迂

道

回、域内外 総事業費 0

路

58,773 71,3

を

93 116,384
交

整

通の分散と導入、沿道

備

土地利用の促進等を目

す

的とす
②る平田地先神

る

明宮神社付近境川から

こ

新谷地先国道136
号

と

線まで、延長約920

に

ｍ、代表幅員25ｍ、

よ

4車線の道路 令和　５

り

年度の優先度
整備であ

、

る。
③2 　□ Ａ　　

交

　 □ Ｂ　　　 □

通

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

ネ

計画していた以上に事

ッ

業が進展している。
■

ト

 計画どおり   
令

ワ

和　３年度
□ 遅延 

ー

        
の評

ク

価
□ 進展なし   

を

  

■ 維持　□ 拡

構

大 計画的に整備を進め

築

る。
事業区分 □ 自治

し

事務   □ 法定受

、

託   □ その他
今

交

後の方向性 □ 縮小　

通

□ 改善
（改善措置等

混

）□ 休止　□ 終了

雑

計画対象 ■ 実施計画

の

査定対象  □ 行政

緩

改革対象 
□ 廃止　

和

　　　 

や産業の活性化につなげること。

施策の方向 幹線道路網の整備

県事業及び西間門新谷線建設事業は、ともに計画以上に事業が進展し、都市計画道路網の整備に寄与した。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県建設事業に係る負担金（土木課） 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年度 令和　２年度 令和　３年度

1

令和　３年度 令和　４

頁

年度
活動指標名 単位

実

令

績 計画 実績 計画 決算 当

和

初予算 決算 当初予算
全

 

体事業概要
①

内陸フロ

3

ンティア企業誘 ％ 81

年

.3 81.3 100
静

度

岡県建設事業等市町負

　

担金徴収条例に基づく

　

、事業 致促進事業進捗

事

率
費の市町負担金。 0

務

53,473 50,9

事

72 77,640
・県

業

道改修地元負担金
②

境

評

川改修に伴う橋梁工事

価

％ 34.2 36.3 6

表

0.5
・境川改修に伴

（

う橋梁工事負担金 進捗

個

率
・河川海岸環境整備

票

事業負担金 令和　５年

）

度の優先度
・内陸フロ

課

ンティア企業誘致促進

名

事業費負担金
③1 　□

都

 Ａ　　　 □ Ｂ　

市

　　 □ Ｃ　　　 

基

□ Ｄ　

境川改修に伴

盤

う橋梁工事は、計画ど

部

おり事業が進んでいる

土

。
■ 計画どおり  

木

 
令和　３年度

□ 遅

課

延         

作

の評価
□ 進展なし 

成

    

■ 維持　□

日

 拡大 県の計画に合わ

令

せ、事業費を負担して

和

いく。
事業区分 □ 自

　

治事務   □ 法定

４

受託   □ その他

年

今後の方向性 □ 縮小

　

　□ 改善
（改善措置

８

等）□ 休止　□ 終

月

了
計画対象 □ 実施計

　

画査定対象  □ 行

５

政改革対象 
□ 廃止

日

　　　　 

※決算額に

概

ついては、端数処理に

施

より、他資料の決算額


